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第
十
二
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト

が
六
月
九
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
毎
日
新
聞
東
京
本
社

現
行
の
技
術
検
定
制
度
は

管
工
事
施
工
管
理
な
ど
六
種

で
開
か
れ
た
。
全
国
十
九
市

町
村
長
を
は
じ
め
石
井
啓
一

国
土
交
通
相
・
水
循
環
政
策

担
当
相
ら
が
出
席
し
、
効
果

的
な
被
災
地
支
援
の
あ
り
方

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
意

見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

水
害
サ
ミ
ッ
ト
は
大
規
模

な
水
害
を
経
験
し
た
市
町
村

目
を
一
級
と
二
級
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
学
科
・
実
地
試
験

を
実
施
し
て
い
る
。
合
格
者

は
監
理
技
術
者
の
資
格
要
件

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
最
近
で
は
若
年
入
職

者
が
大
幅
に
減
少
し
、
離
職

率
も
高
い
こ
と
か
ら
技
術
検

定
受
験
者
の
減
少
や
合
格
者

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
中
間
報
告
案
で

は
受
験
機
会
の
拡
大
へ
二
級

が
語
り
合
い
、
防
災
・
減
災

の
観
点
か
ら
全
国
へ
の
情
報

発
信
・
提
言
を
行
う
。
今
回

は
北
海
道
の
日
高
町
、
宮
城

県
の
大
崎
市
、
山
形
県
の
南

陽
市
、
茨
城
県
の
常
総
市
、

境
町
、
栃
木
県
の
栃
木
市
、

新
潟
県
の
三
条
市
、
見
附

市
、
魚
沼
市
、
福
井
県
の
鯖

学
科
試
験
の
年
二
回
化
、
学

科
試
験
合
格
者
に
対
す
る
士

補
の
付
与
を
改
善
策
と
し
て

提
示
し
た
。
一
級
学
科
試
験

に
つ
い
て
も
受
験
の
早
期
化

（
受
験
資
格
要
件
の
緩
和
）

を
検
討
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
技
能
労
働
者

の
中
長
期
的
な
確
保
に
向
け

て
①
処
遇
の
改
善
②
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
（
昇
進
に
必
要
な
業

務
経
験
）
の
見
え
る
化
③
社

江
市
、
越
前
市
、
静
岡
県
の

伊
豆
の
国
市
、
京
都
府
の
宇

治
市
、
兵
庫
県
の
豊
岡
市
、

西
脇
市
、
奈
良
県
の
十
津
川

村
、
和
歌
山
県
の
新
宮
市
、

高
知
県
の
い
の
町
、
日
高
村

が
参
加
し
た
。

当
日
は
実
行
委
員
会
代
表

の
國
定
勇
人
三
条
市
長
が
冒

会
保
険
未
加
入
対
策
④
教
育

訓
練
の
充
実
⑤
戦
略
的
広
報

・
先
鋭
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

⑥
生
産
性
向
上
│
│
の
六
つ

の
重
点
施
策
に
取
り
組
み
、

人
と
企
業
が
共
に
成
長
す
る

人
材
投
資
成
長
産
業
を
め
ざ

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
若
者
、

中
途
採
用
、
離
職
防
止
・
定

着
促
進
、
女
性
活
躍
、
高
齢

者
の
五
つ
に
分
け
、
き
め
細

か
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

と
く
に
人
へ
の
投
資
の
柱

で
あ
る
処
遇
改
善
で
は
月
給

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
水
の

恵
み
を
活
か
し
、
水
の
災
い

か
ら
地
域
を
守
る
た
め
、
意

義
深
い
会
合
に
し
た
い
」
と

積
極
的
な
交
流
を
促
し
た
。

制
の
導
入
や
賃
金
ア
ッ
プ
、

休
日
の
確
保
な
ど
を
持
続
的

に
働
き
か
け
る
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
見
え
る

化
で
は
経
験
や
技
能
を
蓄
積

す
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
キ
ャ

リ
ア
に
応
じ
た
処
遇
を
確
保

す
る
。
七
月
に
新
た
な
検
討

体
制
を
設
け
、
来
年
の
四
月

か
ら
試
験
運
用
を
開
始
す
る

予
定
だ
。

教
育
訓
練
の
充
実
で
は
富

士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
建

替
え
に
よ
る
一
層
の
拠
点
化

に
加
え
、
地
域
や
業
界
団
体

に
よ
る
職
人
育
成
塾
な
ど
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
。

広
報
関
係
で
は
学
校
キ
ャ

ラ
バ
ン
な
ど
を
水
平
展
開

し
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
く
。

生
産
性
の
向
上
で
は
複
合

工
（
多
能
工
）
を
育
成
・
活

用
し
、
企
業
の
経
営
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
。

一
方
、
技
能
労
働
者
数
の

目
標
に
つ
い
て
は
一
人
あ
た

り
の
平
均
的
な
建
設
市
場
規

模
を
評
価
し
、
中
長
期
の
建

設
投
資
見
通
し
に
よ
っ
て
二

続
い
て
石
井
国
交
相
が
「
熊

本
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
頻

発
し
て
い
る
が
、
昨
年
九
月

の
豪
雨
で
は
鬼
怒
川
が
破
堤

し
、
八
千
八
百
戸
が
浸
水
被

害
を
被
っ
た
。
本
会
合
が
経

験
を
教
訓
と
し
て
活
か
し
、

国
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
の
あ
と
松
田
喬
和
毎
日

新
聞
社
特
別
顧
問
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
大
西
亘
国
交

省
治
水
課
長
が
水
防
災
意
識

社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
を
説

○
二
五
年
度
時
点
で
必
要
と

さ
れ
る
人
数
を
算
出
す
る
。

国
土
交
通
省
は
六
月
九

日
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
建
・

補
修
に
関
す
る
相
談
体
制
を

整
備
し
た
。
一
級
建
築
士
に

よ
る
電
話
相
談
窓
口
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
や

一
級
建
築
士
と
の
対
面
相
談

も
実
施
す
る
。

電
話
相
談
は
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン

タ
ー
の
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル

（
〇
五
七
〇�
〇
一
六�
一

〇
〇
）
で
土
日
・
祝
日
を
除

く
十
〜
十
七
時
に
受
け
つ
け

る
。
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ

電
話
は
〇
三�
三
五
五
六�五一四七で対応する。対面相談が必要な場合は熊本県弁護士会館や現地のマンション集会室などで法制度や再建手法になどに関する相談を無料で受けつける。明

し
、
伊
藤
康
志
大
崎
市
長

が
関
東
・
東
北
豪
雨
の
教
訓

に
つ
い
て
発
言
し
た
。

意
見
交
換
は
名
波
義
昭
内

閣
府
参
事
官
、
金
尾
健
司
国

交
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

長
を
交
え
て
第
一
部
「
主
体

的
行
動
型
避
難
へ
の
意
識
変

革
を
探
る｣

、第
二
部｢

効
果

的
な
被
災
地
支
援
の
あ
り
方

と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
、
提
言
骨
子
の
採
択
、

市
町
村
向
け
啓
発
ビ
デ
オ
の

上
映
、
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長

の
あ
い
さ
つ
で
閉
会
し
た
。
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中建審小委が中間報告案

中
央
建
設
業
審
議
会
・
社
会
資
本
整
備
審
議
会
産
業
分
科
会
建
設
部
会
は
六
月
九
日
、
東
京
・
平
河
町
の
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
六
回
基
本
問
題
小
委
員
会
（
委
員
長
・
大
森
文
彦
弁
護
士
・
東
洋
大
学
法
学
部
教
授
）
を

開
き
、
技
能
労
働
者
の
確
保
・
育
成
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
中
間
報
告
案
を
ま
と
め
た
。
若
年
層
の
入
職
促
進
や

離
職
抑
制
の
観
点
か
ら
技
術
検
定
制
度
を
見
直
し
、
受
験
機
会
の
拡
大
・
資
格
要
件
の
緩
和
を
行
う
。
ま
た
処
遇

改
善
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
見
え
る
化
な
ど
六
つ
の
重
点
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。
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石井国交相

全国から19市町村が集う


